
検査についての
説明動画はこちら

子宮頸がんとリスク検査
キットについての『わかり
やすい動画（�分 �� 秒）』
と『お申込み』については、
こちらのQRコードからア
クセスしてください。

子宮頸がんの約99％はHPV感染が原因です

HPV感染リスク検査

自宅で簡単
たった3分

Point 1

ほとんど
痛くない

Point 2

正確な
検査結果

Point 3

まずは3分 お家でリラックスしながら

今なら

無 料
です

今なら

無 料
です

子宮頸がんとHPVについて詳しくは裏面をご覧ください

多くの方がつい検査を後回しにしがちですが、今この機会に検査を

受けることで、未来の自分や愛する人 が々子宮頸がんという重大な

リスクから守られるかもしれません。この重要な一歩が、大切な命を

救う可能性があります。あなたとあなたの大切な人の健康のために、

どうぞ積極的に検査を受けてください。

子宮頸がんについて
知っていますか？

Me�a�

検査ってついつい後回しにしちゃいがちですよね。仕事や育児で忙しかったり、いざ受けようと思っても
検査結果が不安だったり、何となく恐怖心を感じて結局受けないってことも… 30歳で子宮頸がんを経験
した私自身もまさにそうでした。定期検診に行ってなかったこと、検査を後回しにしたことで本当に辛い
思いをしました。特に母親や周りの人を泣かせてしまったことは辛いことでした。自分は大丈夫だという思
いや、検査が面倒くさいという思いはとても理解できます。それでも、将来の自分自身や周りの大事な人が
悲しい思いや辛い思いをしないように、『今は若いから大丈夫』などと過信せずに、また怖がらずに子宮頸
がん検診を受けて、ご自身のからだを守ってください。

自分と大切な人のために検診を受けて！

30代で2度の
子宮がんを経験した

タレント原千晶さん

※1約8割がほとんど痛くないと回答し、98%ががまた受けたいと回答
※2医師採取との検査一致率99%

※1 ※2

セルフチェックの流れ

自宅に届いたキットで
粘液を採取

結果は
WEBで確認

1

posting

封筒に入れ
ポストに投函2

3

罹患者は、20～30代で急増中。
罹患のピークは40代前後。

性交渉が原因！？
罹患リスクは誰にでもあり罹患しても気づかない。

QRコード

住友不動産販売健康保険組合ご加入のみなさまへ



新百合ヶ丘総合病院
がんセンター・センター長

医師 鈴木光明先生

Me�a�

注）HPVセルフチェックは子宮がん検診を代替するものではなく、日本では現段階では正式な健診ではありません。＆Scanでは、定期的な子宮頸がん健診をお勧めしています。

住友不動産販売健康保険組合申込み方法

締切：２０２4年１０月３１日まで

お申込みについて
利用料

20~39歳の被保険者、被扶養者

無料自己負担は一切ありません。
（ご参考：通常価格7,480円（税込））

対象者 https://andscan.jp ＆Scan

URL・検索から
WEBサイトにアクセス

1

専用コードを入力してお申込み2

専用コード 33264873
2 専用ページに遷
移するので、その
ままお申込み

1 QRコードから
WEBサイトにア
クセス

スマホ利用の方 PC利用の方

40代主婦

今まで子宮頸がん健診はどうして
も恥ずかしくて苦手だったのです
が、この検査は他の人に見られる
事なく、リラックスして出来ました。
今後も定期的に受けたいです。

自宅でリラックスしてできる

20代主婦

キット使用前は少し怖かったのです
が、使ってみると意外に小さく、痛さ
も少ないため、これで検査が受けら
れるなら本当に負担が少なく、妹や
友人にもオススメしたいです。

痛みが少ない

30代主婦

キット自体使い方が簡単で、タン
ポンと似た要領なので、女性の方
には使いやすいと思います。返送
準備もあわせて10分かからず、簡
単すぎて拍子抜けしたくらいです｡

わかりやすくて簡単

性交渉の経験がある女性なら、誰でも子
宮頸がんになる可能性があります。
子宮頸がんは、他のがんと違い、20代か
ら増え始め、30代から40代の女性に多い
がんです。近年、特に20代から40代で急
増しています。

（人口10万人あたり）子宮頸がんになった人の割合（2015年・全国）※1
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“自分は大丈夫”
と思わないで！

罹患のピークは若い世代1
子宮頸がんの原因ウイルス（HPV）は性交渉で感染します。多く
の場合、HPVは自然に消失します。しかし、感染が続くケースもあ
り、数年から10年以上かけ、がんに進行することがあります。初
期症状がないため、早期発見が非常に困難ながんであると言わ
れております。子宮頸がんまで進行すると、子宮摘出手術が必要
となり、妊娠、出産は望めなくなるだけではなく、通常の生活にも
支障をきたすこともございます。

正常細胞 HPVに感染
がんの前段階
（異形成） 子宮頸がん

HPV陽性だががんではない状態

ほとんどは
自然に排除

性交渉によるHPV感染が原因2

子宮摘出
が必要

HPVセルフチェック利用者の 声

「検査がめんどくさい」「検査が怖い」と思って受診せずにいると、病気の発見が遅れて深刻な
事態を招くことがあります。
子宮頸がんは、初期の段階（異形成、上皮内がん）では自覚症状がほとんどありません。進行
すると妊娠・出産の機会を奪いますし、命にも関わります。子宮頸がんは原因が明らかになって
おり、防ぐことのできる数少ないがんです。定期的な検診により早期発見が可能です。
HPV検査が子宮頸がん検診受診のきっかけになれば幸いです。

定期検診で深刻な事態を防ぎましょう

がんに
なりたくない！

73人に1人が罹患する子宮頸がん

※１出所：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計（2015）を用いてハッチヘルスケア社がグラフ化

support@andscan.jp ハッチヘルスケア株式会社
https://www.hatch-healthcare.co.jp/


